
日本公認会計士協会東京会板橋会規約 

 

第 １ 章  総 則  

（ 名 称 ）  

第 １ 条  当 地 区 会（ 以 下「 当 会 」と い う 。）は 、日 本 公 認 会 計 士 協 会 東 京 会 板 橋

会 と 称 す る 。  

２  当 会 は 略 称 と し て 日 本 公 認 会 計 士 協 会 板 橋 会 と 称 す る 。  

（ 目 的 及 び 事 業 ）  

第 ２ 条  当 会 は 、 東 京 会 規 約 第 ２ 条 に 定 め る 目 的 及 び 事 業 の 達 成 に 協 力 す る た

め 、当 会 に 所 属 す る 会 員 及 び 準 会 員（ 以 下「 会 員 及 び 準 会 員 」と い う 。）を 主

た る 対 象 と し て 、 次 の 事 業 を 行 う 。  

一  東 京 会 の 業 務 に 関 す る 東 京 会 会 長 の 指 示 事 項 を 会 員 及 び 準 会 員 に 伝 達 す

る こ と 。  

二  東 京 会 の 業 務 に 関 し 東 京 会 会 長 か ら 委 任 さ れ た 事 項 を 行 う こ と 。  

三  会 員 及 び 準 会 員 の 意 見 を 東 京 会 会 長 に 進 達 す る こ と 。  

四  東 京 会 会 長 に 対 し 建 議 し 、 又 は 答 申 す る こ と 。  

五  会 員 及 び 準 会 員 相 互 の 連 絡 協 調 を 図 る こ と 。  

六  会 員 及 び 準 会 員 の 資 質 向 上 を 図 る た め 、 研 修 会 及 び 講 習 会 を 開 催 す る こ

と 。  

七  会 員 及 び 準 会 員 相 互 の 親 睦 を 図 る こ と 。  

八  そ の 他 当 会 に お い て 適 当 と 認 め る 事 業 を 行 う こ と 。  

（ 区 域 ）  

第 ３ 条  当 会 の 区 域 は 、 東 京 都 板 橋 区 と す る 。  

（ 会 員 ）  

第 ４ 条  当 会 は 、 当 会 の 区 域 内 に 主 た る 事 務 所 を 有 す る 会 員 及 び 準 会 員 を も っ

て 組 織 す る 。  

２  当 会 の 区 域 内 に 事 務 所 を 設 け た こ と の あ る 会 員 及 び 準 会 員 は 総 会 の 議 を 経

て 客 員 と な る こ と が で き る 。 な お 、 客 員 は 、 当 会 の 研 修 会 及 び 懇 親 会 に 参 加

す る こ と が で き る 。  

（ 住 所 地 会 員 ）  

第 ５ 条  東 京 会 規 約 第 47条 に 規 定 す る 会 員 及 び 準 会 員 は 、 当 会 の 住 所 地 会 員 と



な る 。  

（ 事 務 所 の 所 在 地 ）  

第 ６ 条  当 会 の 事 務 所 は 板 橋 区 内 に 置 く 。  

（ 規 約 の 変 更 ）  

第 ７ 条  規 約 は 、 総 会 に お い て 出 席 し た 会 員 及 び 準 会 員 （ 会 則 第 ４ 条 第 ３ 項 第

二 号 の 準 会 員 に 限 る 。）の ３ 分 の ２ 以 上 の 同 意 を 得 な け れ ば 変 更 す る こ と が で

き な い 。  

２  規 約 の 変 更 に つ い て は 、 東 京 会 役 員 会 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

（ 規 程 等 の 制 定 、 改 廃 ）  

第 ８ 条  当 会 は 、 こ の 規 約 に 基 づ き 、 運 営 上 必 要 が あ る と き は 、 所 要 の 規 程 又

は 細 則 を 定 め る こ と が で き る 。  

２  規 程 は 、 総 会 の 決 議 に よ り 、 細 則 は 、 会 長 が 役 員 会 の 議 を 経 て 、 こ れ を 制

定 し 、 変 更 し 、 又 は 廃 止 す る 。  

（ 事 業 年 度 ）  

第 ９ 条  当 会 の 事 業 年 度 は 、 毎 年 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 翌 年 ３ 月 31日 に 終 わ る 。  

 

第 ２ 章  会 員 及 び 準 会 員 の 権 利  

（ 総 会 の 表 決 権 ）  

第 10条  会 員（ 第 ４ 条 第 ２ 項 の 客 員 会 員 を 除 く 。以 下 同 じ 。）及 び 準 会 員（ 会 則

第 ４ 条 第 ３ 項 第 二 号 の 準 会 員 に 限 る 。）は 、当 会 総 会 に 出 席 し て 表 決 を す る 権

利 を 有 す る 。  

（ 役 員 の 選 挙 権 及 び 被 選 挙 権 ）  

第 11条  会 員 は 、 役 員 の 選 挙 権 及 び 被 選 挙 権 を 有 す る 。  

（ 監 査 法 人 に 対 す る 権 利 の 制 限 ）  

第 12条  監 査 法 人 で あ る 会 員 は 、 総 会 の 表 決 権 、 当 会 の 役 員 の 選 挙 権 及 び 被 選

挙 権 を 有 し な い 。  

（ 準 会 員 に 対 す る 権 利 の 制 限 ）  

第 13条  準 会 員 は 、 当 会 の 役 員 の 選 挙 権 及 び 被 選 挙 権 を 有 し な い 。  

（ 住 所 地 会 員 に 対 す る 権 利 の 制 限 ）  

第 14条  第 ５ 条 に 規 定 す る 住 所 地 会 員 は 、 総 会 の 表 決 権 、 当 会 の 役 員 の 選 挙 権

及 び 被 選 挙 権 を 有 し な い 。  



 

第 ３ 章  組 織  

第 １ 節  総 会  

（ 総 会 の 種 類 及 び 時 期 ）  

第 15条  総 会 は 、 定 期 総 会 及 び 臨 時 総 会 と す る 。  

２  定 期 総 会 は 、 毎 事 業 年 度 終 了 後 ３ か 月 以 内 に 開 催 す る 。  

３  臨 時 総 会 は 、 役 員 会 の 決 議 が あ っ た 場 合 に 開 催 す る 。  

（ 総 会 の 招 集 ）  

第 16条  総 会 は 、 会 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  総 会 の 招 集 通 知 は 、 会 日 の 14日 前 ま で に 発 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 条 第 ３ 項 に よ り 総 会 を 招 集 す る 場 合 に は 、 会 長 は 、 そ の 決 議 の あ っ た と

き か ら 14日 以 内 に 招 集 の 通 知 を 発 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 総 会 の 審 議 事 項 及 び 報 告 事 項 ）  

第 17条  総 会 に お い て は 、 次 の 事 項 を 審 議 決 定 す る 。  

一  事 業 計 画 に 関 す る 事 項  

二  予 算 及 び 決 算 に 関 す る 事 項  

三  規 約 の 変 更 並 び に 規 程 の 制 定 、 変 更 及 び 廃 止 に 関 す る 事 項  

四  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 約 に よ っ て 総 会 に 附 議 す る こ と を 要 す る

事 項 又 は 役 員 会 に お い て 総 会 に 附 議 す る 必 要 が あ る と 認 め た 事 項  

２  総 会 に お い て は 、 前 項 の ほ か 、 当 会 の 事 業 及 び 業 務 に 関 す る 報 告 を 行 う 。  

（ 議 決 の 方 法 ）  

第 18条  総 会 の 議 決 は 、 こ の 規 約 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 の ほ か 、 出 席 し た 会

員 及 び 準 会 員（ 会 則 第 ４ 条 第 ３ 項 第 二 号 の 準 会 員 に 限 る 。）の 議 決 権 総 数 の 過

半 数 を も っ て 決 す る 。 た だ し 、 可 否 同 数 の と き は 議 長 が 裁 決 す る 。  

２  総 会 の 議 長 は 、 議 決 に 加 わ る こ と を 妨 げ な い 。  

（ 議 事 録 ）  

第 19条  総 会 の 議 事 に つ い て は 、 議 事 の 要 領 及 び そ の 結 果 を 記 載 し た 議 事 録 を

作 成 し 、 議 長 及 び 出 席 し た 会 員 ２ 人 が こ れ に 署 名 押 印 し て 保 存 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ 決 議 事 項 の 承 認 ）  

第 20条  会 長 は 、 当 会 が 重 要 な 事 項 を 決 議 し た と き は 遅 滞 な く そ の 決 議 事 項 を



東 京 会 会 長 に 届 け 出 て か つ 承 認 を 求 め な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ２ 節  役 員  

（ 役 員 ）  

第 21条  当 会 に 次 の 役 員 を 置 く 。  

一  会 長   １ 人  

二  副 会 長  ７ 人 以 内  

三  幹 事   20人 以 内  

四  監 事   ３ 人 以 内  

２  前 項 の 役 員 は 、第 ４ 条 に 規 定 す る 当 会 に 所 属 す る 会 員 で な け れ ば な ら な い 。 

３  前 項 の 役 員 の ほ か 、第 ５ 条 に 規 定 す る 住 所 地 会 員（ 準 会 員 を 除 く 。）は 、次

の 役 員 と な る こ と が で き る 。  

 一  副 会 長  ３ 人 以 内  

 二  幹 事   10人 以 内  

（ 役 員 の 職 務 及 び 権 限 ）  

第 22条  会 長 は 、 当 会 を 代 表 し 、 当 会 の 業 務 を 行 う 。  

２  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 し 、

会 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 行 う 。 た だ し 、 前 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 副 会

長 は 、 会 長 の 職 務 （ 代 理 を 含 む 。） を 行 う こ と は で き な い 。  

３  幹 事 は 、 当 会 の 業 務 を 分 担 す る 。  

４  監 事 は 、 当 会 の 業 務 の 執 行 及 び 財 務 を 監 査 し 、 こ れ を 総 会 に 報 告 す る 。  

（ 選 任 及 び 任 期 ）  

第 23条  当 会 の 役 員 は 、 第 21条 第 ３ 項 に 規 定 す る 役 員 を 除 き 、 当 会 に 所 属 す る

会 員 の う ち か ら 別 に 定 め る 選 挙 の 方 法 に よ り 総 会 に お い て 選 任 す る 。た だ し 、

原 則 と し て 会 長 は 再 選 で き な い も の と す る 。  

２  役 員 の 選 任 に 関 す る 経 過 及 び そ の 結 果 は 、 定 期 総 会 に 報 告 す る 。  

３  第 １ 項 に よ り 選 任 さ れ た 役 員 の 任 期 は 、 ３ 年 と し 、 前 項 の 報 告 を 行 っ た 定

期 総 会 終 了 の 時 に 始 ま る 。 た だ し 、 就 任 後 第 ３ 回 目 の 定 期 総 会 の 終 了 の 時 ま

で 、 任 期 を 短 縮 し 、 又 は 伸 長 す る も の と す る 。  

４  第 21条 第 ３ 項 に 規 定 す る 役 員 は 、 会 長 の 指 名 を 受 け 、 役 員 会 で の 承 認 に よ

り 選 任 す る 。  



５  前 項 の 役 員 の 任 期 は 、 そ の 選 任 を 決 議 し た 役 員 会 の 日 か ら 始 ま り 、 前 第 ３

項 た だ し 書 き の 規 定 に よ る 定 期 総 会 の 終 了 の 時 ま で と す る 。  

６  会 長 が 欠 け た と き は 、 速 や か に 選 任 す る も の と す る 。 た だ し 、 残 任 期 間 が

３ か 月 以 内 の と き は 、 役 員 会 の 議 を 経 て 補 欠 選 任 を 行 わ な い こ と が で き る 。  

７  副 会 長 又 は 幹 事 に 欠 員 が 生 じ た と き は 、 補 欠 選 任 を 行 う 。 た だ し 、 会 長 が

当 会 の 業 務 の 執 行 に 支 障 が な い と 認 め た 場 合 、 役 員 会 の 議 を 経 て 、 補 欠 選 任

を 行 わ な い こ と が で き る 。  

８  監 事 に 欠 員 が 生 じ た と き は 、 補 欠 選 任 を 行 う 。 た だ し 、 残 り の 監 事 全 員 が

当 会 の 監 査 に 支 障 が な い と 認 め た 場 合 、 補 欠 選 任 を 行 わ な い こ と が で き る 。  

９  第 ６ 項 か ら 前 項 の 規 定 に よ り 選 任 さ れ た 役 員 の 任 期 は そ の 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。  

（ 役 員 資 格 の 喪 失 ）  

第 24条  当 会 の 役 員 は 、 公 認 会 計 士 法 第 30条 の 規 定 に よ る 懲 戒 の 処 分 を 受 け た

と き 、 又 は 会 則 第 50条 第 ２ 項 第 二 号 の 会 員 権 停 止 の 懲 戒 処 分 を 受 け た と き 、

当 該 役 員 た る 資 格 を 失 う 。  

２  当 会 の 役 員 が 、 当 会 の 会 員 又 は 住 所 地 会 員 で な く な っ た と き 、 当 該 役 員 た

る 資 格 を 失 う 。た だ し 、会 長 を 除 く 第 21条 第 ２ 項 に 規 定 す る 役 員 に つ い て は 、

特 段 の 理 由 が あ る 場 合 、 役 員 会 の 議 を 経 て 当 該 任 務 を 残 任 期 間 全 う す る こ と

が で き る 。  

（ 役 員 会 ）  

第 25条  役 員 会 は 、 会 長 、 副 会 長 及 び 幹 事 を も っ て 構 成 す る 。 た だ し 、 第 21条

第 ３ 項 に 規 定 す る 副 会 長 及 び 幹 事 は 、 表 決 権 を 有 し な い も の と す る 。  

２  役 員 会 は 、 会 長 が こ れ を 招 集 し 、 会 長 は そ の 議 長 と な る 。  

３  役 員 会 は 、 役 員 会 構 成 員 の ３ 分 の １ 以 上 が 出 席 し な け れ ば 開 会 す る こ と が

で き な い 。  

４  役 員 会 に お け る 議 決 は 、 議 決 権 を 有 す る 出 席 者 の 過 半 数 を も っ て す る 。 可

否 同 数 の と き は 、 議 長 が 裁 決 す る 。  

５  監 事 は 、 役 員 会 に 出 席 し て 、 そ の 職 務 に 関 し 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

（ 顧 問 及 び 相 談 役 ）  

第 26条  会 長 は 、役 員 会 の 議 を 経 て 、顧 問 又 は 相 談 役 を 委 嘱 す る こ と が で き る 。  

２  顧 問 又 は 相 談 役 の 委 嘱 期 間 は 、 そ の 委 嘱 を し た 会 長 の 任 期 満 了 の と き ま で



と す る 。  

 

第 ４ 章  会 計  

（ 経 費 及 び 支 出 ）  

第 27条  当 会 の 経 費 、 そ の 他 の 支 出 は 、 東 京 会 か ら の 交 付 金 、 寄 附 金 、 そ の 他

の 収 入 を も っ て 支 弁 す る 。   

２  会 長 は 、事 業 年 度 の 末 日 を も っ て 決 算 を 行 い 、業 務 報 告 書 、財 務 諸 表 等（ 貸

借 対 照 表 、 正 味 財 産 増 減 計 算 書 、 附 属 明 細 書 ） を 作 成 し 、 総 会 の 承 認 を 経 て

そ の 正 本 を 当 該 事 業 年 度 終 了 後 ３ か 月 以 内 に 東 京 会 会 長 へ 届 け 出 な け れ ば な

ら な い 。  

３  当 会 が 重 要 な 財 産 の 得 喪 を 行 う 場 合 は 、 会 長 は 東 京 会 会 長 を 経 て 本 部 会 長

の 承 認 を 求 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 財 産 の 管 理 ）  

第 28条  当 会 に 属 す る 財 産 は 、 東 京 会 会 長 に 代 わ り 、 会 長 が 管 理 す る 。  

 

第 ５ 章  雑 則  

（ 報 告 ）  

第 29条  会 長 が 会 員 に 報 告 す る 事 項 に つ い て は 、 東 京 会 会 報 、 東 京 会 ウ ェ ブ サ

イ ト 、 当 会 会 報 又 は 当 会 ウ ェ ブ サ イ ト の い ず れ か に 掲 載 す る こ と に よ り 、 報

告 に 代 え る こ と が で き る 。  

（ そ の 他 ）  

第 30条  こ の 規 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は 、 東 京 会 が 定 め た 規 約 等 を 斟 酌

す る 。  

 

 

附   則  

 

最 終 改 正 附 則 （ 2019年 ６ 月 10日 改 正 ）  

こ の 改 正 規 定 は 、 東 京 会 役 員 会 の 承 認 の 日 （ 2019年 7月 26日 ） か ら 施 行 す る 。 

た だ し 、 第 11条 か ら 第 14条 、 第 21条 、 第 23条 及 び 第 25条 の 改 正 規 定 は 、 2019

年 の 役 員 選 挙 及 び 選 任 か ら 適 用 す る 。  


